





 平成 12 年から平成 26 年に発生した給食施設における食中毒の発生状況を検討した。平成８
年の学校給食施設における腸管出血性大腸菌 O157 による食中毒は全国で 9,633 人の患者と５
人の死者を出した。その後、早急に学校給食施設における衛生管理が根本から見直され、改善
された結果、学校給食から O157 はほぼ排除され、学校給食における食中毒は減少した。 
 近年の給食施設における食中毒病因物質の４割はウイルス、５割が細菌であった。特にノロ
ウイルスは事件数 298 件（39％）、患者数 16153 人（43％）で最多である。細菌性病因物質では
サルモネラ属菌が最も多く、事件数 171 件（22％）、患者数 8,917 人（24％）でノロウイルスに
次ぐ。 
学校給食施設において事件数最多の病因物質はウイルスが 41 件（48％）で、すべてノロウイ
























 関係当局、現場の学校給食従事者等の努力は、平成 9 年以降、学校給食施設における O157 を
病因物質とする食中毒発生２件（死亡数０）とし、学校給食から O157 をほぼ追い出した。O157
をきっかけに学校給食の衛生管理に根本的な対策を講じてきたことは、他の細菌性食中毒も大
幅に減少させたといえる。平成 22 年には、学校給食施設による食中毒ゼロを達成している。 
 学校給食による O157 集団食中毒のあと、学校給食から O157 をほぼ排除し、学校給食から食











































平成 12 年から平成 26 年の 15 年間に、厚労省に報告された食中毒発生件総数は 21,337 件、
患者総数は 412,716 人、死者数は 86 人である。そのうち、食中毒原因施設が給食施設とされた
事例は 755 件で食中毒総数の 3.6％、患者数は 37,351 人で食中毒総数の 9.1％、死者数は 11 人
であった。給食施設に含まれる、学校給食施設は 84 件で食中毒総数の 0.4％である。患者数は
10,136 人で食中毒総数の 2.5％であった。 
近年、食中毒は年間 1,000 から 2,000 件前後、患者数は 20,000 から 40,000 人余り発生して
おり、多少の幅を持ち上下している。また、食中毒による死者は、年間数人から 10 数人であ
る。その中で給食施設が原因施設になるケースは、年間事件数が 30～70 数件の間であり、患者
数は 1,000～4,000 人、死者数は平成 12 年に１人、平成 14 年に９人、平成 23 年に１人であっ
件数 患者数 死者数 件数 ％ 患者数 ％ 死者数 件数 ％ 患者数 ％ 死者数
H.12 2247 43307 4 73 3.2 3487 8.1 1 8 0.4 844 1.9 0
H.13 1924 25732 4 59 3.1 2990 11.6 0 8 0.4 755 2.9 0
H.14 1850 27629 18 65 3.5 2525 9.1 9 11 0.6 401 1.5 0
H.15 1585 29355 6 66 4.2 3168 10.8 0 11 0.7 898 3.1 0
H.16 1666 28175 5 66 4.0 3677 13.1 0 5 0.3 350 1.2 0
H17 1545 27019 7 49 3.2 2696 10.0 0 6 0.4 477 1.8 0
H.18 1491 39026 6 60 4.0 3309 8.5 0 7 0.5 1356 3.5 0
H.19 1289 33477 7 38 2.9 2867 8.6 0 6 0.5 1799 5.4 0
H.20 1369 24303 4 43 3.1 1712 7.0 0 7 0.5 293 1.2 0
H.21 1048 20249 0 45 4.2 2099 10.4 0 3 0.3 341 1.7 0
H.22 1254 25972 0 35 2.8 1387 5.3 0 0 0 0 0 0
H.23 1062 21616 11 35 3.3 2917 13.5 1 3 0.3 1898 8.8 0
H.24 1100 26699 11 33 3.0 1060 4.0 0 2 0.2 151 0.6 0
H.25 931 20802 1 50 5.4 2398 11.5 0 6 0.6 554 2.7 0
H.26 976 19355 2 38 3.9 1059 5.5 0 1 0.1 19 0.1 0
計 21337 412716 86 755 37351 11 84 10136 0




給食施設のうち学校給食施設では平成 16 年以降の件数は１けたで、平成 22 年は０件であっ















12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
学校給食 8 8 11 11 5 6 7 6 7 3 0 3 2 6 1 84
病院 14 13 17 7 11 8 15 8 2 6 6 2 3 5 5 122
老人ホーム 14 10 11 21 17 12 13 8 12 7 9 11 8 16 18 187
保育所 16 13 9 11 14 5 6 4 12 6 8 7 7 9 6 133
事業所等 21 15 17 16 19 18 19 12 10 23 12 12 13 14 8 229
計 73 59 65 66 66 49 60 38 43 45 35 35 33 50 38 755
摂食者数
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
学校給食 6680 3638 1381 6692 868 1214 4257 6552 4484 1196 0 5262 455 1246 72 43997
病院 2630 2502 4408 1525 3287 1140 3217 1646 470 1040 576 504 618 1788 1069 26420
老人ホーム 1136 1020 900 2160 1792 1165 921 1534 1202 451 596 1110 510 1603 1394 17494
保育所 1509 1721 1164 1109 1906 796 746 244 1189 502 907 795 982 1278 580 15428
事業所等 4263 1257 1562 3965 4147 2947 1844 921 2469 8457 1360 1485 833 2419 1461 39390
計 16218 10138 9415 15451 12000 7262 10985 10897 9814 11646 3439 9156 3398 8334 4576 142729
※摂食者数不明はカウントしていない
患者数
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
学校給食 844 755 401 898 350 477 1356 1799 293 341 0 1898 151 554 19 10136
病院 492 541 834（９） 261 660 270 598 343 52 211 137 74 65 291 198 4193
老人ホーム 387 262 306 663 551 261 424 436 341 113 215 323 161 358 447 5248
保育所 570 737 471 391 776 329 308 80 353 172 312 231 347 443 202 5722
事業所等 1194 695 513 955 1340 1359 623 209 673 1262 723 391 336 752 193 11218
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 平成 12 年から平成 26 年に発生した給食施設における食中毒事例と学校給食施設について、
病因物質別の事件数と患者数を表４に示した。 
 給食施設における食中毒病因物質の４割はウイルス、５割が細菌である。特にノロウイルス
は事件数 298 件（39％）、患者数 16,153 人（43％）で最多である。細菌性病因物質ではサルモ
ネラ属菌が最も多く、事件数 171 件（22％）、患者数 8,917 人（24％）でノロウイルスに次ぐ。
給食施設による食中毒の死者数９名はすべて腸管出血性大腸菌が病因物質であった。 
学校給食施設において事件数最多の病因物質はウイルスが 41 件（48％）で、すべてノロウイ
ルスによる食中毒である。細菌性食中毒は 29 件で 35％を占め、その半数はサルモネラ属菌に
よるものである。また、化学物質による食中毒が７件（8.3％）で３番目に多かった。患者数は、
ノロウイルスが 5,344 人（53％）、細菌性 4241 人（42％）、化学物質が 252 人（2.5％）の順で
ある。 
H.12 H.13 H.14 H.15 H.16 H.17 H18 H.19 H.20 H.21 H22 H.23 H.24 H.25 H.26 計
サルモネラ属菌 518 360 465 350 225 144 124 126 99 67 73 67 40 34 35 2727
ぶどう球菌 87 92 72 59 55 63 61 70 58 41 33 37 44 29 26 827
腸炎ビブリオ 422 308 229 108 205 113 71 42 17 14 36 9 9 9 6 1598
腸管出血性大腸菌（ＶＴ産生） 16 24 13 12 18 24 24 25 17 26 27 25 16 13 25 305
その他の病原大腸菌 203 199 84 35 27 25 19 11 12 10 8 24 5 11 3 676
ウェルシュ菌 32 22 37 34 28 27 35 27 34 20 24 24 26 19 25 414
セレウス菌 10 9 7 12 25 16 18 8 21 13 15 10 2 8 6 180
カンピロバクター・ジェジュニ/コリ 469 428 447 491 558 645 416 416 509 345 361 336 266 227 306 6220
その他の細菌
※ 26 27 23 9 11 8 6 7 11 0 3 11 11 11 8 172
ノロウイルス 245 268 268 278 277 274 499 344 303 288 399 296 416 328 293 4776
その他のウイルス 2 1 1 4 0 1 5 4 1 2 4 6 16 23 8 78
化学物質 7 8 9 8 12 14 15 10 27 13 9 12 15 10 10 179
植物性自然毒 76 49 81 66 99 58 103 74 91 53 105 47 70 50 48 1070
その他（動物性自然毒含む） 42 41 44 47 57 56 42 47 78 56 62 90 134 21 32 849
クドア 21 43 64
サルコシスティス 1 0 1
アニサキス 88 79 167
その他寄生虫 0 0 0
不明 92 88 70 72 69 77 53 78 91 100 95 68 30 28 23 1034
計 2247 1924 1850 1585 1666 1545 1491 1289 1369 1048 1254 1062 1100 931 976 21337
表２　病因物質別食中毒発生状況（事件数）
※　ボツリヌス菌、エルシニア・エンテロコリチカ、ナグビブリオ、コレラ菌、赤痢菌、チフス菌、パラチフスＡ菌
H.12 H.13 H.14 H.15 H.16 H.17 H18 H.19 H.20 H.21 H22 H.23 H.24 H.25 H.26 計
サルモネラ属菌 6940 4912 5833 6517 3788 3700 2053 3603 2551 1518 2476 3068 670 861 440 48930
ぶどう球菌 14722 1039 1221 1438 1298 1948 1220 1181 1424 690 836 792 854 654 1277 30594
腸炎ビブリオ 3620 3065 2714 1342 2773 2301 1236 1278 168 280 579 87 124 164 47 19778
腸管出血性大腸菌（ＶＴ産生） 113 378 273 184 70 105 179 928 115 181 358 714 392 105 766 4861
その他の病原大腸菌 3051 2293 1368 1375 869 1734 902 648 501 160 1048 967 219 1007 81 16223
ウェルシュ菌 1852 1656 3847 2824 1283 2643 1545 2772 2088 1566 1151 2784 1597 854 2373 30835
セレウス菌 86 444 30 118 397 324 200 124 230 99 155 122 4 98 44 2475
カンピロバクター・ジェジュニ/コリ 1784 1880 2152 2642 2485 3439 2297 2396 3071 2206 2092 2341 1834 1551 1893 34063
その他の細菌
※ 249 43 95 111 115 484 34 34 183 0 24 73 270 761 289 2765
ノロウイルス 8080 7335 7961 10603 12537 8727 27616 18520 11618 10874 13904 8619 17632 12672 10506 187204
その他のウイルス 37 13 22 99 0 1 80 230 12 79 796 118 1005 973 201 3666
化学物質 167 112 154 218 299 111 172 93 619 552 55 222 136 199 70 3179
植物性自然毒 373 251 300 229 354 210 446 266 283 195 337 139 218 152 235 3988
その他（動物性自然毒含む） 128 77 97 80 87 83 88 109 151 114 82 554 540 33 176 2399
クドア 244 429 673
サルコシスティス 6 0 6
アニサキス 89 79 168
その他寄生虫 0 0 0
不明 2105 2234 1562 1575 1820 1209 958 1295 1289 1735 2079 1016 1204 379 449 20909






食中毒病因物質として追加されたが、当時は小型球形ウイルス（SRSV：Small round structured 
virus）と呼ばれており、患者便から分離されたウイルスを電子顕微鏡で観察することによって
同定されていた。しかし、RT-PCR 法によりウイルスの遺伝子配列を解析することでウイルスを















件数 患者数 死者数 件数 患者数 死者数
ノロウイルス 298 16153 0 41 5344 0
その他ウイルス 3 262 0 0 0 0
サルモネラ菌 171 8917 0 14 2759 0
カンピロバクター 29 1003 0 5 265 0
ウェルシュ菌 82 3820 0 3 163 0
セレウス菌 9 488 0 0 0 0
ブドウ球菌 31 805 0 2 265 0
病原性大腸菌 19 1496 0 2 287 0
腸管出血性大腸菌 13 825 9 1 445 0
エルシニア菌 1 40 0 1 40 0
赤痢 1 17 0 1 17 0
腸炎ビブリオ 20 336 0 0 0 0
その他細菌 2 57 0 0 0 0
35 1174 0 7 252 0
植物性自然毒 4 23 0 2 10 0
動物性自然毒 1 1 0 0 0 0
寄生虫 クドア 3 38 0 0 0 0
33 1896 0 5 289 0











る。平成 19 年から平成 21 年に実施された、市販肉の食中毒菌汚染調査の結果、カンピロバク
ター陽性率は、鶏ミンチ肉で、17.1～30.1％鶏たたきで 11.1～20.0％、加熱加工用牛レバーで










平成 12 年から平成 26 年に給食施設で生じた食中毒 775 件で原因食品が特定された事例は 248
件（33％）で、学校給食施設 84 の事例中 27 件（32％）であった。多くは提供日時の給食とさ
れることが多く、どの食品かは特定されていない。微生物性の病因物質は複数の食品から検出
されることもある。その他種々の要因が原因食品特定を困難にしていると考えられる。学校給






No 発生月日 発生場所 原因食品 病因物質 原因施設 摂食者数 患者数 死者数
1 Ｈ12．12 愛媛県 ケーキ ウイルス-小型球形ウイルス 学校-給食施設-その他 151 69 0
2 Ｈ13．5 広島県 ニラともやしのごま酢 細菌-サルモネラ属菌 学校-給食施設-共同調理場 897 108 0
3 Ｈ13．6 京都府 トマトしらすのせ 細菌-サルモネラ属菌 学校-給食施設-単独調理場-その他 184 90 0
4 Ｈ14．3 静岡県 シイラのフライ 化学物質-化学物質 学校-給食施設-単独調理場-その他 93 31 0
5 Ｈ14．5 広島県 コロッケパン（推定） ウイルス-小型球形ウイルス 学校-給食施設-単独調理場-その他 359 118 0
6 Ｈ14．8 兵庫県 冷やしそうめん 細菌-サルモネラ属菌 学校-給食施設-単独調理場-その他 81 46 0
7 Ｈ14．9 山形県 野草(マレイン) 自然毒-植物性自然毒 学校-給食施設-単独調理場-小学校 16 6 0
8 Ｈ15．7 長野県 かき揚げ 細菌-サルモネラ属菌 学校-給食施設-単独調理場-小学校 448 72 0
9 Ｈ15．9 滋賀県 棒棒鶏麺 細菌-カンピロバクター・ジェジュニ／コリ 学校-給食施設-その他 59 17 0
10 Ｈ15．12 京都府 刺身，スモークサーモン ウイルス-小型球形ウイルス 学校-給食施設-単独調理場-その他 54 31 0
11 Ｈ15．12 石川県 ご飯 不明 学校-給食施設-単独調理場-中学校 38 23 0
12 Ｈ17．10 千葉県 サンマハンバーグ 化学物質-化学物質 学校-給食施設-単独調理場-その他 32 29 0
13 Ｈ18．1 北海道 大根のナムル（１月２４日給食） ウイルス-ノロウイルス 学校-給食施設-共同調理場 149 106 0
14 Ｈ18．4 山梨県 ロールキャベツ（トマトソースがけ） ウイルス-ノロウイルス 学校-給食施設-共同調理場 1446 585 0
15 Ｈ18．9 埼玉県 カジキの照り焼き 化学物質-化学物質 学校-給食施設-単独調理場-小学校 569 33 0
16 Ｈ19．1 鳥取県 かみかみ和え（推定） ウイルス-ノロウイルス 学校-給食施設-共同調理場 5421 864 0
17 Ｈ19．4 岩手県 アスパラベーコン ウイルス-ノロウイルス 学校-給食施設-単独調理場-小学校 139 27 0
18 Ｈ19．11 神奈川県 野菜・豆腐・鶏肉・豚肉・卵炒め ウイルス-ノロウイルス 学校-給食施設-単独調理場-小学校 699 205 0
19 Ｈ20．6 群馬県 カジキマグロの照焼 化学物質-化学物質 学校-給食施設-共同調理場 2899 78 0
20 Ｈ20．9 愛知県 豚肉の柳川風（9月1日提供）、うの花炒り煮（9月5日提供） 細菌-サルモネラ属菌 学校-給食施設-単独調理場-その他 119 15 0
21 Ｈ20．9 京都府 カツ丼，唐揚げ丼，カツカレー等 細菌-サルモネラ属菌 学校-給食施設-単独調理場-その他 127 25 0
22 Ｈ20．11 東京都 マグロのケチャップ和え 化学物質-化学物質 学校-給食施設-単独調理場-小学校 675 43 0
23 Ｈ23．2 北海道 2月9日に調理提供されたＡコースの給食（ブロッコリーサラダ） 細菌-サルモネラ属菌 学校-給食施設-共同調理場 2758 1522 0
24 Ｈ23．2 群馬県 もやしのナムル 細菌-サルモネラ属菌 学校-給食施設-共同調理場 2055 364 0
25 Ｈ25．1 福島県 1月22日に調理した料理（寿司） ウイルス-ノロウイルス 学校-給食施設-共同調理場 9 7 0
26 Ｈ25．7 東京都 茹でジャガイモ 自然毒-植物性自然毒 学校-給食施設-その他 12 4 0
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Trend of Food Poisoning Caused by Facilities  





The present study reviewed the out break situation of food poisoning in school meal 
facilities which occurred from 2000 to 2014. In 1996, the outbreak of food poisoning with 
enterohemorrhagic Escherichia coli O157 in school meal facilities affected 9,633 people 
across the nation and 5 people of those died. Immediately following the outbreak, the 
hygiene control systems in school meal facilities were reviewed promptly from the root. As 
the result O157 was virtually eliminated from school meals; incidence of food poisoning of 
school meals was effectively reduced. 
In recent years approximately 40 percent of food poisoning agents detected in meal 
facilities in recent years is viruses and about 50 percent is bacteria. The most popular 
disease agent among them is norovirus with 298 incidents (39%) and 16,153 patients (43%). 
Among bacterial disease agents, salmonella bacteria were ranked first with 171 incidents 
(22%) and 8,917 patients (24%), which were also the second to norovirus overall. 
The most popular disease agent in school meal facilities is viruses with 41 incidents 
(48%) and all of them were norovirus. There is 29 bacterial food poisoning and deal with 
35 % the half of them depended on salmonella bacteria. As a majority of recent food 
poisoning is “infectious food poisoning,” which may occur with a smaller amount of disease 
agent, it is important to take measures to prevent secondary and tertiary food 
contaminations from cooking facilities/equipment and/or cooks. 
The histamine poisoning due to the marine fish that has long been said to be incident in 
meal services and thus require attention (as with allergy-like food poisoning), further 
effective countermeasures should be developed in addition to “not using,” “not increasing” 
and “sterilizing.” 
 
Key Words: food poisoning, meal facilities, school meal facilities, secondary contamination, 
infectious food poisoning 
